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The purpose of this paper is to understand how advanced Japanese speakers around the 
world have continued to study Japanese, and what various factors are behind their progress. The 
impact of 2020 COVID-19 was also investigated. 
A total of about twenty-six and a half hours of interviews were conducted with 25 participants 
using a communication system via the Internet. It showed that some speakers started learning 
passively, and that parental support played an important role when starting out as a child. Key 
incentives for the continuation and improvement of studying were the following: awareness of 
one’s learning style, try changing methods, pure inspiration and excitement, curiosity, rivalry, 
future preparation, amount of effort and time spent, career consciousness, recurrent education, 
academic environment, and fl exibility in career decision.
The impact of COVID-19 included reduced communication opportunities, diffi culty in 
online lessons, and the uncertainty of the future. 















































































TOKYO UNIVERSITY OF FOREIGN STUDIES, AREA AND CULTURE STUDIES 101 (2020)
表1　これまでの日本語学習の道のりについてのインタビュー協力者（実施順）
実施日 出身地域 2) 現在の所属等 時間
8月 3日 東アジア 大学院生（日本の大学院） 1時間 20分
8月 3日 南アジア 大学生（母国の大学） 1時間 30分
8月 4日 中東・アフリカ 大学生（母国の大学、日本留学中） 40分
8月 4日 東ヨーロッパ 大学生（母国の大学） 1時間 10分
8月 5日 東ヨーロッパ 大学生（母国の大学、日本留学中） 50分
8月 6日 東アジア 大学院生（日本の大学院） 1時間
8月 6日 東ヨーロッパ 大学生（母国の大学、日本留学中） 1時間 30分
8月 6日 中南米 社会人（日本で就業中） 40分
8月 6日 中南米 社会人（日本で就業中） 1時間
8月 7日 東アジア 大学院生（日本の大学院） 1時間 15分
8月 7日 東アジア 大学院研究生（日本の大学院） 1時間 10分
8月 7日 中東・アフリカ 大学院研究生（日本の大学院） 1時間
8月 7日 北米 社会人（母国で就業中） 55分
8月 10日 東南アジア 大学院生（日本の大学院） 50分
8月 10日 東南アジア 大学院生（日本の大学院） 55分
8月 10日 中東・アフリカ 大学院生（日本、母国以外） 50分
8月 11日 東南アジア 大学生（母国の大学） 50分
8月 15日 中東・アフリカ 大学生（母国の大学、日本留学中） 1時間 15分
8月 15日 北米 社会人（日本で就業中） 1時間
8月 15日 東南アジア 大学院研究生（日本の大学院） 45分
8月 16日 東南アジア 社会人（母国で就業中） 1時間 30分
8月 19日 中南米 社会人（日本で就業中） 50分
8月 22日 東アジア 大学院生（日本の大学院） １時間 10分
8月 26日 中東・アフリカ 大学生（母国の大学、日本留学中） 50分
9月 16日 中央アジア 社会人（母国で就業中） １時間 40分
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